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みんなで守る　
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令和２年度一般会計など６会計の決算を認定
新型コロナなどに対応した補正予算可決

市道路線の認定（継続審査）が可決
３回目のワクチン接種に対応した補正予算可決
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9月
定例会
9月
定例会

決算の認定

6件

補正予算

5件
事件議決

5件
議員提出

1件

条例の改正

4件

上程された
議案

地域振興券（かきりん振興券）発行
プレミアム付商品券販売

　新型コロナウイルス感染症による経
済的・精神的な影響の緩和や、停滞し
ている経済状況の改善を目的として、
地域振興券（かきりん振興券）を18歳
未満・高齢者・障がい者の方々へ発行
したり、プレミアム付商品券（かきり
ん振興券）を販売しました。

【議案第46号　一般会計決算】

令和２年度決算は、特別定額給付金事業を筆頭とする新型コロナウイルス感染症
対策に係る事業の増加により、歳入歳出ともに大幅な増額となりました。

Q　どの程度の店舗が実施し、どの
くらい使用されたのか。

A　登録店舗数は178店舗で、換金
された金額については、地域振
興券発行分が１億898万6千円、
プレミアム付商品券分が３億
4,749万１千円となった。換金額
の多い業態はショッピングセン
ター、薬局、化粧品店、家電量
販店、ホームセンターであっ
た。

総務費 新型コロナウイルス対策

税収の確保　　　　
ふるさと応援寄附金

Q　コロナ禍における安定的な財源の確保につ
いて、どのように考えているか。

A　税収の確保やふるさと応援寄附金などに力
を入れ、安定的な財源の確保に努めたい。
また、市に有利な起債や補助金がないか
日々情報収集をしていきたい。

　新型コロナウイルス感染症対策に係る国庫
支出金の増加により、最大規模の決算となり
ました。

【議案第46号　一般会計決算】

歳入 安定的な財源の確保

お金の使い道︕
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９月議会でチェック !!

瑞穂市の
一般会計・特別会計・企業会計

一般会計の決算

特別会計の決算

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　引　額

歳入総額 258 億 7,593 万 5 千円　☜前年度対比 79 億 9,668 万 8 千円増

歳出総額 247 億 2,733 万 5 千円　☜前年度対比 75 億 4,797 万 6 千円増
翌年度へ繰り越すべき財源 3 億 9,927 万円

実質収支額

依存財源 自主財源

市税
27.6％

民生費
28.4％

総務費
37.8％

教育費
10.5％土木費 8.3％

衛生費 5.8％

消防費 3.7％

公債費 3.9％ 議会費 0.6％

農林水産費
0.5％

商工費 0.4％

労働費 0.1％
繰入金 5.4％

繰越金 2.7％

国・県支出金
38.1％

市債
4.1％

譲与税
交付金
交付税
14.7％

諸収入 3.0％

７億 4,933 万円

R２年度
決算

すべ
て

認定

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
農 業 集 落 排 水

45 億 6,206 万 7 千円
6 億 136 万 1 千円

2,441 万 1 千円

44 億 5,618 万 2 千円
5 億 8,424 万 7 千円

2,218 万円

企業会計の決算

区　　分 収　　入 支　　出

水 　 道

下 水 道

収 益 的
資 本 的
収 益 的
資 本 的

5 億 9,025 万 7 千円
7,744 万 1 千円

2 億 3,976 万 1 千円
1 億 6,120 万 6 千円

4 億 9,782 万 5 千円
3 億 7,918 万 8 千円

2 億 77 万 1 千円
2 億 1,470 万 7 千円

1 億 588 万 5 千円
1,711 万 4 千円

223 万 1 千円

歳入決算
構成比率

歳出決算
構成比率

その他 4.4％

3
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コロナ関連 市内事業所の景気回復を目指す
キャッシュレス
消費者還元事業

　コロナの影響を緩和するとと
もに、地域における消費を喚
起、下支えすることを目的とし
て、キャッシュレス消費者還元
事業が実施されます。
　市内事業所を対象にキャッ
シュレス決済サービスを利用し
た際、金額の20％がポイントで
還元されます。
対象期間
　令和３年12月１日～28日

【議案第54号　補正予算】

Q　商工会に業務を委託されるが、キャッシュ
レス決済を進めていきたいと考える事業所
はどの程度あるのか。

A　現在、945の事業所が商工会に加入してお
り、約13％がキャッシュレス決済を行って
いると聞いている。未実施の事業所で、
キャッシュレス決済実施希望については把
握できていない。市内事業者のキャッシュ
レス決済の導入について積極的
に検討いただけるよう、商工会
や関係者と連携して啓発、推進
をしていきたい。

まちづくり 新庁舎建設に向けて
新庁舎建設検討委員会を設置

　新庁舎建設の建設位置の決定、事業手法の

検討その他の基本計画に関することについて

審議することを目的として設置されます。

　委員は、15人以内で構成され、任期は基本

計画策定までです。

【議案第42号　条例の改正】

Q　新庁舎建設検討委員会に対する諮問案の準備
はどのように進められているのか。

A　今年度は、建設候補地の敷地条件等の確認や
法的な制約の精査を委託業務として出してお
り、諮問用資料を作成している状況である。令
和４年度の諮問案の内容は、建設位置の決定に
ついてを考えている。公表については、新庁舎
建設検討委員会の第１回の開催時期に合わせて
予定している。

教育 中学校の部活動の在り方について検討
地域部活動検討委員会を設置

　中学校部活動の意義と課題、改革の方向
性、休日の部活動の段階的な地域移行など、
地域部活動の在り方に関して必要な事項につ
いて協議、検討することを目的として設置さ
れます。
　委員は、15人以内で構成され、任期は２年
です。

【議案第42号　　　

条例の改正】

Q　どのような方向で検討していくのか。また、
公募委員を加えない理由は。

A　文部科学省から送付された文書では、令和５
年度以降の土日を学校部活から地域部活へ段階
的に進めていくことが求められている。検討す
る委員として、各中学校の部活動に携わってお
られる社会人指導者や市の体育協会、スポーツ
少年団、総合型地域スポーツクラブなど各種団
体をはじめとした地域人材の活
用の仕組みを構築できる方を中
学校の推薦を受けながら選定し
ていくことを考えている。

９月
定例会
９月
定例会
その他の
議案を

チェック︕
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▲防災備蓄品倉庫として転用
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環境整備 牛牧南部コミセン、地区社協の拠点として活用
トレーニングルーム、温水プール廃止

市民の健康増進のための代替案は︖

　平成14年に開館し、まもなく20年が経過する
中、ボイラー等を含めた施設の老朽化が深刻であ
り修繕費等が必要であること、また、牛牧地区の
社会福祉協議会の拠点確保の要望があったことな
どから、トレーニングルーム、歩行用温水プール
を廃止し、トレーニングルームは地区社協の拠点
に、温水プールは防災物品等を保管するスペース
に転用されます。

【議案第44号　条例の改正】

★トレーニングルームの代替案を検討
　市民センター内サーキットトレーニング室と統合

※活用頻度が高かったトレーニング機器を市民セン
ターへ移管し、今後も有効活用することを検討

★歩行用温水プールの代替案を検討
　「屋内温水プールゆ～みんぐ」の利用料の助成

※市内に在住する40歳以上の方を対象に、回数券の
半額を助成する制度を検討

Q　歩行用温水プールを廃止し、防災倉庫に

するだけではなく、よりよい防災の拠点と

なるよう、今後の利用方法についても検討

されるのか。

A　現時点では、防災備蓄品を収納するス

ペースとして考えているが、必要とするも

のが十分に入りきらない状況になるかと思

う。

子育て 公私連携型保育所（牛牧地区）の整備に向けて
用地購入費を予算計上

　公私連携型保育所として整備する用
地購入費が計上されました。
　新設される「公私連携型認定こども
園」は、令和７年４月の開設を目指さ
れます。

【議案第54号　補正予算】

Q　土地購入を補正予算で計上した経緯は。

A　牛牧第１保育所の老朽化や牛牧小学校の児童の増加

等、総合的に検討してきた。

　　牛牧小学校の児童の増加については、令和７年度の

全学年35人学級実施に向け、教室数の推移を考察し

た。通常学級は24学級で当面変動はないとされるが、

今後、特別支援学級に入級する児童の増加や日本語指

導を必要とする児童の増加によって教室が不足する可

能性がある。教室不足は、現在放課後児童クラブが使

用している２教室を空けることで解消される。そのた

めに、現在の放課後児童クラブを現牛牧第１保育所に

移動し、公私連携型による保育所整備を早急に進める

ことが適切と考えた。
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教育 オンライン授業の安全で安心な環境を整える
モバイルルーター購入費と　　
　フィルタリング費を予算計上

　５月末に市内小中学校の児童生徒に貸与
されたタブレット端末。必要に応じてオン
ライン授業を行えるよう準備が進められて
います。
　Wi-Fi環境についての調査結果を踏まえ、
モバイルルーター50台の購入費と、子ども
たちが家で使っても安全で安心なセキュリ
ティ対策のため、フィルタリング費が予算

計上されました。
【議案第54号　　

　補正予算】

Q　コロナ禍を考慮し、オンライン体制を整えるた
め、６月議会でこの補正予算を提出できたのでは
ないか。

A　オンライン授業は、Wi-Fi環境が整備されればす
ぐにできるというわけではない。子どもたちが各
家庭へタブレットを持ち帰ったら、そこにはネッ
ト環境があり、いろいろなサイトへ接続が可能と
なり、アクセスできてしまう。タブレットそのも
のにもセキュリティのための簡易なフィルタリン
グがあるが、その状況では不十分だと判断した。
新聞やマスコミ、他市町の事例等からトラブルを
把握し、子どもたちが家で使っても安全で安心な
環境を整えたいということを考え、調査・研究を
進めてきたため、今回の予算計上となった。

まちづくり

産業建設委員会が議案第59号を継続審査へ 引き続き審査していきます

別府交差点、変則５差路の改良を目指す
JR穂積駅周辺

交通機能等改善事業
　穂積駅周辺の円滑な道路交通や安全性の
確保などを目的として、北方多度線から駅
南口へのアクセスポイントとなる別府交差
点周辺の改良事業が計画されています。交
差点を変則５差路から、正十字４差路化へ
の改良を目指されます。

【議案第59号　道路認定】

理由
　議案第59号の市道路線の認定について
（その２）は、別府交差点改良事業・駅
西会館駐車場整備事業に伴う市道路線の
認定をするものであるが、この市道路線
の認定については、事業を進めるにあた
り諸事情を勘案し調査、審査する必要が
あるとし、閉会中もなお継続審査を要す
る。

Q　認定された後、どのようなスケジュールで進め
ていくのか。

A　現在、関係機関と協議を進めており、計画を固
めたら、土地の関係の方へ細かい説明をさせてい
ただく。事前に、近接されている店舗の土地所有
者、店舗経営者には説明をさせていただいてい
る。また、地元の区長さんや自治会長さんへも説
明を進めている。早ければ令和４年から補助事業
化していきたいと考えている。

※継続審査とは、定例会の会期中に結論を出すことが
できない場合もあるため、会期不継続の原則の例外
として、議会の議決によって、閉会中などに引き続
き審査することです。
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上程された
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コロナ関連 ワクチン、3回目の接種が始まる

産業建設委員会
継続審査案件

議案第59号　全会一致で可決し、審査終了
別府交差点、駅西会館駐車場を整備

※この整備計画図は、あくまでも現時点のものであり、確定したものではありません。

ワクチン接種体制確保事業
　３回目のワクチン接種体制に
必要な経費が、計上されまし
た。
　令和３年12月から令和４年７
月末までの接種体制確保等に要
する経費が対象です。
　医療従事者の接種から、順次
開始される予定です。

【議案第62号　補正予算】

Q　３回目の接種の具体的な進め方は。
A　早ければ12月末から１月にかけて、
医療従事者の方の接種を考えている。
２回目の接種後、概ね８か月以上経過
した方から３回目の接種が可能となる
ため、１、２回目の順位が反映され
る。高齢者の方の接種は、２月から３
月にかけて始めていきたい。

Ｑ　インフルエンザワクチンとの関係性
は。

Ａ　コロナワクチン２回目の接種から一
定の間隔を空ければ、インフルエンザ
ワクチンを打てると聞いている。主治
医の先生にご相談の上、接種していた
だくことになるかと思う。

　閉会中の継続審査となっていた
「議案第59号　市道路線の認定につ
いて（その２）」の審議を行いまし
た。産業建設委員長からの報告の
後、質疑、討論、採決の結果、全会
一致で可決しました。
　これらの事業は、令和７年度の完
成を目標に進められます。

Q　今回の別府交差点改良は、新たに道路を造るという
特殊な事案と感じるため、特に市民への説明が必要
ではないかと思っていた。実施前に今回のアンケー
ト調査ができたことに対し、どのように考えるか。

A　今回の意見聴取については、当初から説明会を開催
する予定であったものをコロナ禍のため書面で行っ
た。３自治会の市民から幅広い意見がいただけたの
ではないかと考えている。



都市計画決定から５年経過しており、改め
て議会・市民への説明を進めていきたい

公共下水道について、今後の市民・議会への説明はQQ
AA

犀川河川改修は順次行われており、現在、下犀
川橋付近の堰や橋梁等の設計が進められている

森・新月・美江寺・古橋地区の犀川増水による被害への対策はQQ
AA

副市長

調整監

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

９
月
定
例
会
で
は
︑
９
月
15
日
～
16
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

庄田昭人議員

若園五朗議員

▲犀川増水による森地区の道路冠水
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組
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が
︑
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よ
う
な
計

画
か
︒

Ａ　

今
後
︑
10
月
を
目
途
に

係
制
の
詳
細
を
決
定
し
︑
11

月
に
職
員
向
け
の
説
明
会
を

行
い
︑
12
月
議
会
に
関
係
条

例
の
改
正
案
を
上
程
し
︑
順

次
︑
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
し
て
市
民
の
皆
様
に

周
知
を
行
い
た
い
︒

　
　
　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

Ｑ 

新
規
感
染
者
の
増
加
に

対
し
て
新
し
い
手
立
て
を
考

え
て
い
る
か
︒

Ａ　

報
道
に
よ
る
と
︑
３
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
話
も

出
て
い
る
︒
新
し
い
情
報
も

視
野
に
入
れ
︑
対
応
し
て
い

き
た
い
︒

　
　
　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

Ｑ　

高
齢
者
や
通
学
路
の
安

全
対
策
や
危
険
箇
所
の
確
認
︑

薄
く
な
っ
た
道
路
の
白
線
︑

標
識
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
整

備
に
つ
い
て
︑
政
府
の
緊
急

対
策
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
︑

ど
う
進
め
て
い
く
か
︒

Ａ　

指
定
通
学
路
を
優
先
に
︑

車
両
に
対
し
て
の
注
意
喚
起

対
策
と
し
て
︑
区
画
線
や
カ

ラ
ー
舗
装
の
更
新
︑
水
路
が

併
設
す
る
道
路
沿
い
に
転
落

防
止
柵
の
設
置
な
ど
を
行
い
︑

よ
り
一
層
の
安
全
性
向
上
に

努
め
た
い
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

Ｑ　

令
和
４
年
４
月
か
ら
︑

中
山
道
大
月
多
目
的
広
場
に

お
い
て
複
合
遊
具
施
設
等
の

利
用
が
始
ま
る
︒
施
設
管
理

体
制
が
必
要
と
考
え
る
が
︒

Ａ　

公
園
の
管
理
業
務
の
区

分
に
従
い
︑
維
持
管
理
・
運

営
管
理
・
法
令
管
理
の
業
務

と
安
全
対
策
︑
事
故
防
止
対

策
︑
防
犯
対
策
︑
防
災
対
策

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

Ｑ　

受
益
者
負
担
に
つ
い
て

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
︒

Ａ　

受
益
者
負
担
と
は
︑
下

水
道
が
整
備
さ
れ
た
土
地
は
︑

土
地
の
価
値
が
上
が
る
た
め
︑

土
地
面
積
に
応
じ
て
下
水
道

建
設
費
の
一
部
を
一
度
だ
け

土
地
所
有
者
に
負
担
い
た
だ

く
制
度
で
あ
る
︒
市
上
下
水

道
審
議
会
に
て
︑
審
査
・
検

討
を
行
い
︑
額
や
猶
予
制
度

な
ど
を
決
定
し
︑
令
和
４
年

３
月
を
目
標
に
公
表
し
た
い

と
考
え
る
︒

　
　
　

︵
環
境
水
道
部
長
︶

Ｑ　

市
民
か
ら
水
環
境
を
守

り
た
い
な
ど
の
声
を
聞
く
が
︑

市
に
は
ど
の
よ
う
な
声
が
届

い
て
い
る
の
か
︒

Ａ　

市
民
か
ら
は
︑
受
益
者

負
担
は
幾
ら
に
な
る
の
か
や
︑

早
く
下
水
道
を
通
し
て
く
だ

さ
い
な
ど
の
要
望
が
あ
る
︒

﹁
未
来
に
届
け
た
い
︑
瑞
穂

の
ま
ち
を
潤
す
豊
か
な
水
環

境
を
﹂
が
︑
水
環
境
に
対
す

る
思
い
で
あ
る
︒
下
水
道
は
︑

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠
か

せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
︑

市
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
不
可

欠
で
あ
る
︒
早
期
に
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
︒

　
　
　

︵
環
境
水
道
部
長
︶

農
業
の
推
進

Ｑ　

瑞
穂
農
業
振
興
地
域
計

画
の
基
準
見
直
し
の
効
果
は
︒

Ａ　

農
業
振
興
地
域
で
あ
る

た
め
︑
今
回
の
適
合
基
準
に

よ
っ
て
宅
地
化
が
劇
的
に
進

行
す
る
と
は
考
え
に
く
い
が
︑

相
談
は
10
件
以
上
あ
り
︑
一

定
の
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え

る
︒　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

Ｑ　

現
在
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
や
新
し
く
農
業
に
参

入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方

へ
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る

が
︒

Ａ　

農
業
従
事
者
に
は
︑
県

と
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
先
進
事
例

の
情
報
提
供
や
サ
ポ
ー
ト
機

関
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い

る
︒
新
規
に
就
農
し
た
い
方

に
は
︑
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
︑
現
在
の
農
業

従
事
者
と
同
様
に
関
係
機
関

と
連
携
し
︑
農
地
の
貸
し
借

り
や
就
農
計
画
な
ど
の
サ
ポ

ー
ト
を
引
き
続
き
行
っ
て
い

き
た
い
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶



橋梁の設計など少しでも事業の予算化をして
いただけるよう要望活動を続けていきたい

県道92号線の早期開通に向けた市長の考えはQQ
AA

法改正により、４年度分から未就学児の均等
割保険税が最大５割軽減され、公費で支援

国民健康保険税、子どもの均等割を減免すべきではないかQQ
AA

市長

市民部長

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

一
般
質
問
は
︑
毎
定
例
会
︵
３
月
︑
６
月
︑
９
月
︑
12
月
︶
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒

若原達夫議員

関谷守彦議員

りょう

▲穂積駅喫煙所前を通る通勤者
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Ｑ　

県
道
92
号
線
︵
岐
阜
・

巣
南
・
大
野
線
︶
の
進
捗
状

況
は
︒

Ａ　

土
地
取
得
に
つ
い
て
は
︑

残
り
２
筆
︑
案
件
と
し
て
は

１
件
と
い
う
認
識
で
あ
る
︒

県
と
は
常
に
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
︑
今
ま
さ
に
面
談
を

か
け
た
り
︑
行
政
機
関
に
書

類
を
送
っ
た
り
し
て
い
る
最

中
で
あ
り
︑
順
次
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

　
　
　
　
　
　

︵
調
整
監
︶

教
職
員
の
喫
煙
対
策

Ｑ　

教
職
員
の
喫
煙
問
題
と

三
次
喫
煙
の
対
策
は
︒

Ａ　

岐
阜
県
教
育
委
員
会
か

ら
の
通
知
に
は
︑
受
動
喫
煙

の
防
止
対
策
の
具
体
的
な
内

容
等
の
指
導
事
項
が
示
さ
れ

て
い
る
︒
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
︑

敷
地
内
禁
煙
や
三
次
喫
煙
の

リ
ス
ク
な
ど
に
つ
い
て
校
長

会
や
教
頭
会
を
通
し
て
指
導

を
行
っ
て
い
る
︒
改
正
健
康

増
進
法
に
は
︑
学
校
敷
地
内

に
特
定
屋
外
喫
煙
場
所
を
設

置
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
︑

市
内
に
は
設
置
し
た
学
校
は

な
い
︒
ま
た
︑
三
次
喫
煙
に

よ
る
健
康
被
害
を
心
配
す
る

声
に
つ
い
て
は
重
点
的
に
取

り
上
げ
た
い
︒
児
童
生
徒
︑

喫
煙
し
な
い
教
職
員
に
対
し

て
不
快
感
を
与
え
る
こ
と
が

な
い
よ
う
な
配
慮
に
つ
い
て

指
導
し
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

　
　
　
　
　
　

︵
教
育
長
︶

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

学
校
行
事
と
対
策

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
行
事

に
つ
い
て
の
考
え
は
︒

Ａ　

修
学
旅
行
の
実
施
に
つ

い
て
は
︑
県
が
示
し
て
い
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
検
討
し

て
い
る
︒
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ

る
が
︑
い
か
に
し
て
修
学
旅

行
を
実
施
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
を
世
の
中
の
状
況
が
変

化
す
る
た
び
に
考
え
て
い
る
︒

各
学
校
で
は
︑
昨
年
度
か
ら
︑

保
護
者
を
交
え
な
が
ら
検
討

を
行
っ
て
い
る
︒

　
　
　
　
　
　

︵
教
育
長
︶

Ｑ　

国
民
健
康
保
険
基
金
は

積
み
立
て
過
ぎ
で
は
な
い

か
︒

Ａ　

基
金
で
見
る
と
︑
年
度

で
増
加
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
︑
繰
越
額
を
含
め
た

資
産
合
計
は
︑
減
少
傾
向
に

あ
る
︒
国
民
健
康
保
険
事
業

費
納
付
金
を
賄
え
る
保
険
税

収
入
の
不
足
が
生
じ
た
と
き

の
財
源
と
し
て
︑
基
金
を
運

用
し
て
︑
安
定
し
た
国
保
運

営
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
︒　
　
　

︵
市
民
部
長
︶

下
水
道
事
業
と
財
政
計
画

Ｑ　

下
水
道
事
業
に
つ
い

て
︑
担
当
部
局
と
財
務
部
局

と
の
調
整
は
行
わ
れ
て
い
る

の
か
︒

Ａ　

事
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
重

要
事
業
等
市
長
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
を
通
し
協
議
し
て
い

る
︒
瑞
穂
処
理
区
の
令
和
９

年
ま
で
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
︑
第
１
期
事
業
収
支
計

画
︑
令
和
８
年
度
ま
で
の
一

般
会
計
か
ら
の
補
助
金
︑
起

債
︑
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
︑
協
議
し
た
︒

　
　
　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導

入
検
討
調
査
報
告
書
﹂
に
則

し
た
調
整
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
︑
ど
う
で

あ
っ
た
か
︒

Ａ　

こ
の
調
査
は
︑
全
体
計

画
を
見
直
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
な
い
旨
を
担
当
部
署

に
確
認
し
て
お
り
︑
財
政
の

再
検
証
は
行
っ
て
い
な
い
︒

　
　
　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

穂
積
駅
の
喫
煙
コ
ー
ナ
ー

Ｑ　

穂
積
駅
の
喫
煙
所
の
現

状
認
識
と
望
ま
な
い
受
動
喫

煙
を
防
止
す
る
方
策
は
︒

Ａ　

北
側
の
喫
煙
所
は
分
煙

や
環
境
美
化
を
目
的
と
し
て

設
置
し
て
い
る
が
︑
効
果
が

一
部
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
状

況
と
考
え
て
い
る
︒
次
の
更

新
時
に
は
︑
ボ
ッ
ク
ス
形
式

に
す
る
か
︑
位
置
の
変
更
を

す
る
か
な
ど
検
討
し
て
い

く
︒　

︵
環
境
水
道
部
長
︶



現在、各所属が、係の配置、市民から見て
分かりやすい係の名称を検討している

市役所業務における来年４月からの係制導入の進捗状況はQQ
AA

昨年34か所の交差点防護柵を設置。本年度
は（仮称）柳一色歩道橋整備工事を実施

通学路の社会資本整備総合交付金を活用した事業及び今後の計画はQQ
AA

総務部長

都市整備部長

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

一
般
質
問
と
は
︑
議
員
が
市
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
︑
執
行
機
関
に
疑
問
点
を
た
だ
し
︑
所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
︒

松野藤四郎議員

杉原克巳議員

▲十七条地内交差点
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Ｑ　

潜
在
的
な
課
題
で
あ
る

公
共
施
設
の
管
理
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
な
ど
の
事

業
を
抱
え
る
部
署
の
問
題
解

決
に
︑
審
議
会
等
の
設
置
の

考
え
は
︒

Ａ　

当
市
は
︑
多
様
化
す
る

行
政
需
要
に
対
し
て
限
ら
れ

た
経
費
で
経
済
性
・
効
率

性
・
有
効
性
を
意
識
し
た
行

政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
の

組
織
と
し
て
︑
瑞
穂
市
行
政

改
革
推
進
本
部
が
あ
る
︒
問

題
解
決
が
必
要
な
場
合
に

は
︑
こ
の
組
織
で
対
応
可
能

と
考
え
て
お
り
︑
新
た
な
審

議
会
等
の
設
置
は
現
時
点
で

考
え
て
い
な
い
︒

　
　
　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

健
康
福
祉
部
の
業
務
は

本
庁
舎
と
総
合
セ
ン
タ
ー
に

て
行
っ
て
い
る
が
︑
手
狭
な

本
庁
舎
で
は
な
く
︑
総
合
セ

ン
タ
ー
の
利
用
状
況
を
精
査

す
れ
ば
移
動
可
能
と
考
え
る

が
︒

Ａ　

健
康
福
祉
部
の
在
り
方

や
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
の
今

後
の
活
用
に
つ
い
て
︑
再

度
︑
本
腰
を
入
れ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
︒

　
　
　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

女
性
職
員
の
活
躍
の
推
進
に
関

す
る
特
定
事
業
主
行
動
計
画

Ｑ　

管
理
職
の
女
性
割
合
の

目
標
値
は
20
％
で
あ
る
が
︑

実
績
値
は
14.
3
％
と
な
っ

て
い
る
︒
女
性
職
員
の
登
用

拡
大
や
人
材
育
成
︑
男
性
職

員
の
育
児
休
業
の
取
得
し
や

す
い
環
境
整
備
が
必
要
で

は
︒

Ａ　

女
性
職
員
の
管
理
職
登

用
を
進
め
る
た
め
︑
女
性
職

員
自
身
の
意
識
改
革
や
企

画
・
管
理
能
力
等
を
高
め
る

研
修
の
受
講
を
推
奨
し
て
い

る
︒
女
性
職
員
を
多
様
な
ポ

ス
ト
に
積
極
的
に
配
置
す
る

と
と
も
に
︑
各
役
職
段
階
に

お
け
る
人
材
プ
ー
ル
の
確
保

を
念
頭
に
置
い
た
人
材
育
成

を
進
め
て
い
る
︒
ま
た
︑
育

児
休
業
を
取
得
す
る
男
性
職

員
は
増
え
て
き
た
が
︑
今
後

も
制
度
の
周
知
を
行
い
︑
管

理
職
な
ど
の
理
解
を
高
め
︑

取
得
し
や
す
い
環
境
整
備
を

進
め
た
い
︒
︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

瑞
穂
市
通
学
路
安
全
推

進
会
議
は
︑
安
全
確
保
の
取

組
方
針
を
定
め
︑
ど
の
よ
う

な
事
業
を
実
施
し
て
い
る

か
︒

Ａ　

以
前
よ
り
も
通
学
路
を

優
先
に
区
画
線
や
カ
ラ
ー
舗

装
の
更
新
︑
水
路
の
転
落
防

止
柵
の
設
置
を
実
施
し
て
い

る
︒　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

Ａ　

牛
牧
小
学
校
に
お
い
て

P
T
A
と
連
携
し
︑
予
測
さ

れ
る
危
険
に
つ
い
て
各
家
庭

で
話
し
合
い
︑
危
険
予
知
能

力
を
向
上
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
た
︒
ま
た
︑
中
学
校
に

お
い
て
学
校
安
全
指
導
者
派

遣
制
度
を
利
用
し
て
自
転
車

に
関
す
る
交
通
安
全
教
育
を

実
施
し
た
︒　

︵
教
育
長
︶

Ｑ　

十
七
条
地
内
通
学
路
街

路
樹
が
３
ｍ
以
上
に
伸
び
病

害
虫
の
発
生
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
視
界
障
害
と
な
っ
て
い

る
︒
現
在
の
樹
木
を
伐
採

し
︑
他
の
植
栽
へ
の
変
更
は

出
来
な
い
か
︒

Ａ　

街
路
樹
の
管
理
は
管
理

委
託
業
務
を
締
結
し
て
い

る
︒
病
害
虫
の
駆
除
に
つ
い

て
は
実
施
時
期
の
調
整
を
行

う
︒
樹
木
に
よ
る
視
距
不
良

に
つ
い
て
は
交
差
点
付
近
の

剪
定
を
す
る
な
ど
し
て
視
距

の
確
保
を
行
う
︒
植
栽
変
更

は
行
わ
ず
︑
現
状
の
樹
種
の

維
持
管
理
を
適
正
に
行
い
保

全
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
︒
︵
都
市
整
備
部
長
︶

農
業
振
興
策

Ｑ　

瑞
穂
市
第
２
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
に
︑
地
産

地
消
推
進
事
業
︑
農
業
次
世

代
人
材
投
資
事
業
を
掲
げ
て

い
る
が
︑
そ
の
内
容
は
︒

Ａ　

地
産
地
消
推
進
事
業
で

は
学
校
給
食
地
産
地
消
推
進

事
業
を
行
い
︑
地
元
産
の
農

作
物
を
積
極
的
に
活
用
し
︑

愛
着
を
生
む
こ
と
に
よ
っ
て

継
続
的
な
消
費
の
拡
大
を

図
っ
て
い
る
︒
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
で
は
経
営
開

始
型
で
４
人
の
就
農
者
が
交

付
を
受
け
︑
県
︑
市
︑
J
A

等
で
構
成
す
る
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
︒　

︵
都
市
整
備
部
長
︶



一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

当市は、令和４年度に向け、スマホ収納決
済事業の拡大を検討し、調整している

公共料金の電子決済についての考えはQQ
AA

避難指示は市長の英断になるため、早く的
確な情報を市長に上げ、対応をとっていく

自然災害、前線停滞による大雨時の避難指示等の対応はQQ
AA

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
︑
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
︒

若井千尋議員

森　健治議員

▲昭和51年９月の水害（防災読本より）
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市民部長

Ｑ　

最
近
は
︑
市
役
所
の
窓

口
等
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
携
帯
を
利
用
し
た
電
子
決

済
が
主
流
と
な
っ
て
い
る

が
︑
当
市
の
現
状
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
を
考
え

た
今
後
の
対
応
は
︒

Ａ　

軽
自
動
車
税
に
限
っ
て

ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
を
行
っ
て

い
る
が
︑
今
年
度
で
終
了
と

な
る
︒
ま
た
︑
バ
ー
コ
ー
ド

付
き
の
納
付
書
で
ス
マ
ホ
収

納
を
一
部
始
め
て
い
る
が
︑

選
択
肢
が
少
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
︒
国
は
︑
令
和
５
年

度
課
税
分
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

付
き
納
付
書
に
て
金
融
機
関

で
の
納
付
や
携
帯
や
自
宅
で

決
済
が
で
き
る
よ
う
︑
準
備

し
て
い
る
︒

　
　
　
　
　

︵
市
民
部
長
︶

公
共
施
設
のW

i-Fi

環
境

Ｑ　

当
市
で
現
在
利
用
可
能

な
フ
リ
ーW

i-Fi

は
何
カ
所

か
︒
ま
た
︑
有
事
の
際
の
避

難
場
所
や
そ
の
他
公
共
施
設

の
環
境
整
備
の
考
え
は
︒

Ａ　

本
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
と
総
合
セ
ン
タ
ー
内

Ｏ
Ａ
研
修
室
の
２
カ
所
に
︑

利
用
者
が
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入

力
し
て
利
用
で
き
るW

i-Fi

環
境
が
あ
る
︒
一
昨
年
度
︑

市
内
小
中
学
校
に
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
を
整
備
す
る
際
︑
災
害
時

や
有
事
の
際
に
は
フ
リ
ー

W
i-Fi

の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
整
備
し
た
︒
今
後

の
整
備
に
つ
い
て
は
︑
費
用

対
効
果
を
検
証
し
つ
つ
︑
研

究
し
て
い
き
た
い
︒

　
　
　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

災
害
対
策
と
発
信
力
の
強
化

Ｑ　

激
甚
化
・
頻
繁
化
す
る

水
害
に
対
し
て
﹁
流
域
治
水

の
推
進
﹂
の
強
化
と
必
要
性

を
考
え
る
が
︑
対
策
は
︒

Ａ　

市
内
で
は
︑
国
や
県
に

お
い
て
浸
水
防
止
対
策
が
実

施
さ
れ
︑
犀
川
遊
水
地
整
備

事
業
や
犀
川
及
び
五
六
川
等

で
河
川
改
修
が
進
め
ら
れ
て

い
る
︒
市
と
し
て
も
︑
河
川

整
備
を
引
き
続
き
強
く
要
望

す
る
と
と
も
に
︑
牛
牧
排
水

機
場
の
建
設
や
十
九
条
遊
水

池
︑
古
橋
調
整
池
の
整
備
を

実
施
し
︑
流
域
治
水
対
策
を

推
進
し
て
い
く
︒

　
　
　
　
　
　

︵
調
整
監
︶

企画部長

Ｑ　

市
民
メ
ー
ル
等
の
啓
発

チ
ラ
シ
が
配
付
さ
れ
た
が
︑

効
果
や
反
響
は
︒

Ａ　

７
月
22
日
か
ら
市
民

メ
ー
ル
へ
登
録
し
て
い
た
だ

く
チ
ラ
シ
を
配
付
し
た
︒
22

日
の
１
日
だ
け
で
２
２
１

件
︑
１
週
間
の
配
付
期
間
を

中
心
に
７
０
０
件
を
超
え
る

登
録
が
あ
り
︑
一
定
の
効
果

は
あ
っ
た
︒
︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

８
月
中
旬
の
停
滞
前
線

に
よ
る
大
雨
の
瑞
穂
市
の
状

況
と
警
戒
体
制
は
︒

Ａ　

森
地
内
の
県
道
田
之

上
・
屋
井
線
と
県
道
に
接
続

す
る
市
道
が
冠
水
し
た
た

め
︑
消
防
団
に
土
の
う
積
み

に
よ
る
止
水
等
の
措
置
を
し

て
い
た
だ
い
た
︒
市
の
体
制

と
し
て
は
︑
13
日
午
後
５
時

20
分
に
大
雨
洪
水
警
報
発
令

に
よ
り
︑
第
１
警
戒
態
勢
を

し
き
︑
市
民
協
働
安
全
課
と

都
市
管
理
課
職
員
に
よ
る
情

報
収
集
と
現
地
対
応
を
行
っ

た
︒
14
日
午
前
４
時
30
分
に

は
市
警
戒
本
部
を
設
置
︒
午

前
８
時
20
分
に
は
防
災
警
戒

体
制
班
20
名
を
招
集
し
パ
ト

ロ
ー
ル
等
実
施
︒
午
後
６
時

に
新
た
な
班
19
名
を
招
集

し
︑
翌
日
午
前
０
時
に
新
た

な
班
16
名
へ
と
引
き
継
い

だ
︒
危
険
性
が
低
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
15
日
午
前
７
時
30

分
に
警
戒
本
部
及
び
防
災
警

戒
体
制
班
を
解
散
︑
準
備
態

勢
も
午
前
９
時
30
分
に
解
い

た
︒　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

災
害
時
の
避
難
指
示
が

出
せ
な
か
っ
た
場
合
の
対
応

は
︒

Ａ　

現
在
の
災
害
は
︑
想
定

を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
だ

と
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
︒
速
や
か
な
避
難
行
動
を

取
る
た
め
に
は
︑
平
時
か

ら
︑
市
民
の
皆
様
が
避
難
行

動
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
︑
こ
れ
が

個
別
避
難
計
画
に
繋
が
っ
て

い
く
︒　
　
　
　

︵
市
長
︶



早期に第１回実行委員会を実施し、テーマ
や事業等の方向性を話し合う

市制20周年に向けた取り組みはQQ
AA

子育て世代への支援の充実や創業者支援セミ
ナーの開催等企業・創業支援を行っていく

人口増加のための施策はQQ
AA

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

一
般
質
問
の
制
限
時
間
は
︑
答
弁
を
含
め
︑
議
員
１
人
60
分
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

広瀬守克議員

馬渕ひろし議員

▲改良を目指す別府交差点
　周辺

▲岐阜県瑞穂市移住促進パンフ
　レット（2021年３月発行）
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企画部長

Ｑ　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
︒

Ａ　

令
和
４
年
度
の
市
制
20

周
年
記
念
プ
レ
事
業
︑
令
和

５
年
度
の
市
制
20
周
年
記
念

事
業
に
向
け
て
体
制
を
整
備

す
る
予
定
で
あ
る
︒
記
念
式

典
の
日
程
は
︑
他
事
業
実
施

等
の
都
合
や
出
席
さ
れ
る
方

の
配
慮
等
を
考
慮
し
︑
検
討

し
て
い
く
︒
︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

事
業
に
お
け
る
市
と
し

て
の
方
針
や
考
え
は
︒

Ａ　

総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
基
本
目
標
と
基
本
施
策

に
も
あ
る
﹁
平
和
﹂﹁
人
権
﹂

﹁
環
境
﹂
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
に

立
っ
て
ソ
フ
ト
事
業
を
調
整

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
︒　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

別
府
交
差
点
改
良
工
事
事
業

Ｑ　

駅
南
整
備
計
画
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
︒

Ａ　

道
路
や
駅
前
広
場
な
ど

の
総
合
的
な
整
備
計
画
の
調

整
や
事
業
の
進
め
方
な
ど
の

検
討
︑
国
の
補
助
金
な
ど
を

最
大
限
に
活
用
す
る
よ
う
な

事
業
計
画
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
等
を
進
め
て
い
る
︒

短
期
的
な
事
業
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
別
府
交
差
点
改

良
事
業
な
ど
の
交
通
機
能
等

改
善
事
業
は
︑
中
長
期
的
な

土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ

る
駅
周
辺
整
備
の
計
画
を
見

据
え
な
が
ら
︑
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
事

業
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

公
共
下
水
道
事
業

Ｑ　

事
業
全
体
計
画
を
十
分

に
説
明
し
︑
市
民
合
意
に
鋭

意
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
︑
現
在
の
用
地
取
得
な

ど
の
進
捗
状
況
は
︒

Ａ　

個
別
に
て
説
明
し
︑
交

渉
を
行
っ
て
い
る
︒
用
地
補

償
の
内
容
や
事
業
に
つ
い
て

の
質
疑
応
答
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
︑
正
し
く
ご
理
解
を
得

ら
れ
て
か
ら
の
契
約
と
考
え

て
い
る
︒
相
続
や
納
税
猶

予
︑
補
償
物
件
な
ど
手
続
き

に
時
間
が
か
か
る
方
か
ら
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
︒　

︵
環
境
水
道
部
長
︶

企画部長

Ｑ　

出
生
率
向
上
に
対
す
る

具
体
的
な
施
策
は
︒

Ａ　

来
年
度
に
国
の
地
域
少

子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金

を
活
用
し
︑
世
帯
所
得

4
0
0
万
円
未
満
の
新
規
に

結
婚
し
た
世
帯
を
対
象
と
し

た
瑞
穂
市
結
婚
新
生
活
支
援

事
業
の
創
設
を
検
討
し
て
い

る
︒　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

誰
も
が
居
場
所
と
役
割

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

Ｑ　

子
ど
も
食
堂
や
学
習
支

援
な
ど
の
﹁
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
﹂
の
現
状
と
今
後

は
︒

Ａ　

現
在
行
っ
て
い
る
生
活

困
窮
世
帯
へ
の
学
習
支
援
や

子
ど
も
食
堂
事
業
︑
ひ
と
り

親
世
帯
へ
の
学
習
支
援
・
生

活
支
援
事
業
は
継
続
し
︑
市

民
篤
志
家
や
民
間
団
体
等
に

よ
る
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
は
社
会
福
祉
協
議
会
等
︑

関
係
機
関
と
共
に
地
域
の
居

場
所
づ
く
り
の
実
現
を
図

る
︒　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

Ｑ　

市
民
の
自
主
的
な
活
動

を
支
援
す
る
﹁
市
民
活
動
支

援
事
業
補
助
金
﹂
は
︒

Ａ　

校
区
単
位
の
課
題
の
解

決
に
向
け
た
事
業
計
画
の
支

援
や
補
助
を
行
う
制
度
が
あ

り
︑
地
域
の
方
が
地
域
の
特

徴
を
生
か
し
た
事
業
を
計
画

し
︑
実
行
し
て
い
る
︒

　
　
　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

地
域
の
集
会
場
な
ど
で

の
居
場
所
づ
く
り
は
︒

Ａ　

公
民
館
で
介
護
予
防
の

教
室
を
立
ち
上
げ
る
た
め

の
︑
モ
デ
ル
的
な
体
操
教
室

を
始
め
た
︒
今
後
は
障
が
い

者
や
子
ど
も
た
ち
も
含
め
た

地
域
づ
く
り
が
重
要
と
考
え

る
︒　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

持
続
可
能
な
下
水
道
整
備
事
業

Ｑ　

接
続
率
向
上
施
策
は
︒

Ａ　

各
自
治
会
へ
の
下
水
道

推
進
員
の
提
案
や
発
注
業
務

に
水
洗
化
促
進
業
務
を
義
務

事
業
と
し
て
位
置
づ
け
︑
水

洗
化
の
促
進
を
図
る
︒

　
　
　

︵
環
境
水
道
部
長
︶



一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

債権管理室が設置されたことにより、徴収率
が向上し、大きな減額補正はないと考える

コロナ禍で財政状況が心配。今後、市税の増減はQQ
AA

就学援助受給要件に該当する方には、新入学学
用品費を支給しており、現在は考えていない

中学校入学時に入学祝い金として、一人に付き10万円を支給してはQQ
AA

一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
は
︑
質
問
と
答
弁
の
一
部
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

市民部長

教育長

藤橋直樹議員

北川静男議員

▲地区社協の拠点
　南部コミュニティセンター
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Ｑ　

市
税
の
歳
入
状
況
︑
来

年
度
は
減
少
と
な
る
の
か
︒

Ａ　

市
民
税
は
︑
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
所
得
の
減
少
に
よ

る
減
収
と
︑
納
税
義
務
者
の

増
加
に
よ
る
増
収
で
︑
大
幅

な
減
少
は
な
い
と
予
想
し
て

い
る
︒
固
定
資
産
税
は
︑
新

築
戸
数
の
増
加
に
よ
り
若
干

の
増
額
と
予
想
し
て
い
る
︒

　
　
　
　
　

︵
市
民
部
長
︶

Ｑ　

財
政
指
標
が
向
上
し
て

い
る
が
︑
そ
の
理
由
は
︒

Ａ　

財
政
力
指
数
や
実
質
公

債
費
比
率
の
公
表
値
は
３
年

度
平
均
で
は
向
上
し
て
い
る

が
︑
単
年
度
で
見
る
と
悪
化

し
て
い
る
︒
経
常
収
支
比
率

は
向
上
し
て
い
る
が
︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
歳
出
減
少
も
あ
る
た
め

一
時
的
な
要
因
だ
と
も
言
え

る
︒　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

財
政
力
が
向
上
し
︑
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が

る
の
か
︒

Ａ　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
対
応

し
つ
つ
︑
基
金
残
高
の
維
持

に
も
配
慮
し
︑
事
業
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
し
て
︑
予
算
要
求

を
効
果
的
に
シ
ェ
イ
プ
す
る

と
と
も
に
︑
や
る
べ
き
事
業

に
は
集
中
し
て
投
資
す
る
バ

ラ
ン
ス
が
必
要
不
可
欠
だ
と

考
え
て
い
る
︒

　
　
　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

校
区
単
位
の
地
区
社
協
の

立
ち
上
げ
と
地
域
づ
く
り

Ｑ　

地
区
社
協
立
ち
上
げ
に

対
す
る
市
の
支
援
策
と
将
来

の
展
望
は
︒

Ａ　

地
区
社
協
と
市
が
一
緒

に
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
地
域
づ
く
り
の
一
つ

の
理
想
形
だ
と
考
え
て
い

る
︒
地
域
福
祉
計
画
の
理
念

の
と
お
り
︑
地
域
と
共
に
歩

ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
︑
財

政
的
に
も
人
的
に
も
で
き
る

限
り
の
支
援
を
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
︒
ま
た
︑
地
区
社

協
の
活
動
は
︑
生
活
に
身
近

な
と
こ
ろ
で
の
相
談
や
交
流

な
ど
活
動
を
地
域
に
根
差
し

た
も
の
に
す
る
た
め
︑
拠
点

が
必
要
と
考
え
る
︒
要
望
等

が
あ
っ
た
場
合
は
︑
市
の
施

設
も
含
め
︑
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
︒
︵
健
康
福
祉
部
長
︶

Ｑ　

制
服
の
自
由
化
を
含
め

校
則
の
見
直
し
の
考
え
は
︒

Ａ　

各
学
校
に
お
い
て
︑
校

長
の
指
示
の
下
に
地
域
の
実

態
を
踏
ま
え
な
が
ら
︑
生
徒

や
保
護
者
の
意
見
も
十
分
に

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
︒　
　
　
　

︵
教
育
長
︶

高
齢
者
の
生
活
支
援

Ｑ　

瑞
穂
市
に
お
け
る
高
齢

者
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
と
問
題
点
は
︒

Ａ　

見
守
り
や
配
食
︑
移
動

支
援
に
係
る
事
業
を
実
施
し

て
い
る
︒
社
会
福
祉
協
議
会

に
お
い
て
も
︑
福
祉
車
両
の

貸
出
や
買
い
物
等
支
援
事
業

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
︒

い
か
に
き
め
細
か
く
制
度
設

計
を
す
る
か
︑
地
域
や
対
象

者
な
ど
の
関
係
者
の
意
見
を

い
か
に
多
く
反
映
で
き
る
か

が
課
題
で
あ
る
︒

　
　
　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

Ｑ　

足
の
確
保
の
た
め
の
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
は
可
能

か
︒

Ａ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

加
え
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行

に
な
る
と
費
用
面
が
さ
ら
に

か
か
る
︒
現
在
の
と
こ
ろ
︑

デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
現
実
的
で

は
な
く
︑
研
究
課
題
だ
と
考

え
る
︒
︵
健
康
福
祉
部
長
︶

Ｑ　

高
齢
者
生
活
支
援
の
た

め
の
民
間
企
業
活
用
の
考
え

は
︒

Ａ　

民
間
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

把
握
と
地
域
の
可
能
性
に
つ

い
て
探
り
︑
今
後
は
︑
地
域

で
の
地
区
社
協
等
の
動
き
と

民
間
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
︒　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
コ
ロ
ナ
対
策
事
業

Ｑ　

小
中
学
校
へ
の
抗
原
検

査
簡
易
キ
ッ
ト
の
予
算
化
の

考
え
は
︒

Ａ　

文
部
科
学
省
か
ら
当
市

に
も
配
付
予
定
だ
と
い
う
通

知
が
あ
っ
た
︒
す
ぐ
に
医
療

機
関
を
受
診
で
き
な
い
場
合

や
緊
急
時
に
備
え
て
保
管
し

つ
つ
︑
学
校
医
と
相
談
し
な

が
ら
対
応
し
た
い
︒

　
　
　
　
　
　

︵
教
育
長
︶



令和３年第３回定例会　議案の審議結果

令和３年第３回臨時会　議案の審議結果

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、棄…棄権、除…除斥  
立…立憲民主党、公…公明党、朱…朱鷺の会、み…みずほ令和の会、共…日本共産党  
議長は採決に加わりませんので、「－」で表示してあります。（議長　広瀬武雄）  

令
和
２
年
度
決
算
認
定

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

一
般
質
問

議
案
の
審
議
結
果

お
知
ら
せ
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議員名（会派別）
（◎は会派代表者）

議　案　名　等

市　

長　

提　

出　

議　

案

議
員・委
員
会

提
出
議
案

議　

決　

月　

日

◎
関
谷　

守
彦

◎
杉
原　

克
巳

◎
棚
橋　

敏
明

◎
若
井　

千
尋

◎
松
野
藤
四
郎

　

藤
橋　

直
樹

　

若
原　

達
夫

　

北
川　

静
男

　

森　
　

健
治

　

森　
　

清
一

◎
広
瀬　

守
克

　

馬
渕
ひ
ろ
し

　

松
野　

貴
志

　

今
木
啓
一
郎

　

庄
田　

昭
人

　

藤
橋　

礼
治

◎
若
園　

五
朗

　

広
瀬　

武
雄

立 朱創緑会 共み新生クラブ 公
議　

決　

結　

果

出産育児一時金の増額を求める意見書

瑞穂市附属機関設置条例の一部を改正する条例について

瑞穂市手数料条例等の一部を改正する条例について

瑞穂市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例について

瑞穂市牛牧北部防災コミュニティセンター条例の一部を改正する条例について

令和２年度瑞穂市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度瑞穂市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度瑞穂市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度瑞穂市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度瑞穂市水道事業会計決算の認定について

令和２年度瑞穂市下水道事業会計決算の認定について

令和２年度瑞穂市水道事業会計剰余金の処分について

令和２年度瑞穂市下水道事業会計剰余金の処分について

令和３年度瑞穂市一般会計補正予算（第５号）

令和３年度瑞穂市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和３年度瑞穂市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度瑞穂市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

市道路線の認定について（その１）

市道路線の認定について（その２）

市道路線の廃止について

令和３年度瑞穂市一般会計補正予算（第６号）

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

9/22

9/22

8/30

9/22

9/22

9/22

9/22

9/22

9/22

9/22

9/22

9/22

9/22

9/22

9/22

9/22

9/22

9/22

9/22

9/22

議　案
第52号

議　案
第53号

議　案
第54号

議　案
第55号

議　案
第56号

議　案
第57号

議　案
第58号

議　案
第59号

議　案
第60号

議　案
第61号

議　案
第50号

議　案
第49号

議　案
第48号

議　案
第47号

議　案
第46号

議　案
第45号

議　案
第44号

議　案
第43号

議　案
第42号

議　案
第51号

発 議
第 8 号

議員名（会派別）
（◎は会派代表者）

議　案　名　等

市　
　

長

提
出
議
案

議　

決　

月　

日

◎
関
谷　

守
彦

◎
杉
原　

克
巳

◎
棚
橋　

敏
明

◎
若
井　

千
尋

◎
松
野
藤
四
郎

　

藤
橋　

直
樹

　

若
原　

達
夫

　

北
川　

静
男

　

森　
　

健
治

　

森　
　

清
一

◎
広
瀬　

守
克

　

馬
渕
ひ
ろ
し

　

松
野　

貴
志

　

今
木
啓
一
郎

　

庄
田　

昭
人

　

藤
橋　

礼
治

◎
若
園　

五
朗

　

広
瀬　

武
雄

立 朱創緑会 共み新生クラブ 公
議　

決　

結　

果

市道路線の認定について（その２）

令和３年瑞穂市一般会計補正予算（第７号）

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11/2

11/2議　案
第62号

議　案
第59号

継 続 審 査

瑞穂市の



令
和
２
年
度
決
算
認
定

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

一
般
質
問

議
案
の
審
議
結
果

お
知
ら
せ

８月
2日　議会広報編集委員会
6日　総務委員会協議会

10日　文教厚生委員会研修会・協議会
12日　全員協議会

研修・予算決算検討部会
20日　意見交換・情報発信検討部会
23～24日　市町村議会議員研修
25日　議会運営委員会

全員協議会
新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

27日　市町村議会議員セミナー
30日　令和３年第３回瑞穂市議会定例会（初日）

会派別議案説明会
31日　会派別議案説明会

９月
6日　議会運営委員会
7日　令和３年第３回瑞穂市議会定例会（総括質疑）

議会基本条例推進特別委員会
議会運営委員会

9日　産業建設委員会・協議会
10日　文教厚生委員会・協議会
13日　総務委員会・協議会
15日　令和３年第３回瑞穂市議会定例会（一般質問）

議会運営委員会
瑞穂市表彰審査会

16日　令和３年第３回瑞穂市議会定例会（一般質問）
全員協議会
意見交換・情報発信検討部会

22日　令和３年第３回瑞穂市議会定例会（最終日）
全員協議会
議会基本条例推進特別委員会
議会広報編集委員会

30日　議会運営委員会

10月
13日　もとす広域連合議会（議会運営委員会）

総務委員会協議会
15日　文教厚生委員会協議会

産業建設委員会・協議会
18日　議会広報編集委員会
19日　岐阜地域児童発達支援センター組合議会定例会
20日　もとす広域連合議会定例会（初日）
21日　もとす広域連合議会（老人福祉常任委員会）
22日　もとす広域連合議会（総務介護常任委員会）
25日　もとす広域連合議会（療育医療常任委員会）

西濃環境整備組合議会定例会
27日　議会運営委員会

全員協議会

議会活動日誌

　無所属の会より、会派の名称と代表者の変更が
あり、令和３年８月30日、議長に届出が提出さ
れました。

会　派　変　更

　市議会では、議会基本条例に基づき、

意見交換会を開催することとなっていま

すが、昨年度に引き続き、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のため、今年度も

中止することといたしました。

　皆様の健康と安全確保のため、ご理解

賜りますようお願い申し上げます。

令和３年度意見交換会
中止のお知らせ

日

※日程は、変更になる場合があります。HPをご覧ください。

月 火 水

令和３年第４回定例会日程（予定）

木 金 土
11月・12月

本会議（初日・
議案提案説明）

本会議（総括質疑
・委員会付託）

産業建設
委員会

文教厚生
委員会

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問予備日）

総務
委員会

委員会
予備日

本会議（最終日・
委員長報告・

質疑・討論・採決）

11/28
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26
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25
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12/1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10
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名 　 称

代 表 者

無所属の会

森 　 清 一

創 緑 会

広瀬　守克

変　更　前 変　更　後
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　牛乳パックで作った灯籠が、
灯されました。細かく刻まれた
模様から漏れる光が、とても綺
麗でした。

　10月22日、23日と、西小学校５、６年生による防災キャンプが開催されました。
「快適な暮らし」の中にいた子どもたちが、学校での避難所生活を体験。
　２日間の体験活動で、子どもたちは、過酷な環境の中を生き抜く力、他者と支え合っ
て課題に向かう力を身に付け、災害時に役立つ様々な知恵や知識を学びました。

防災テントの設営

食 事 の 準 備

救　助　活　動

子ども２～３人で設営できる防災テント。
ワンタッチでプライバシー確保！

毛布と物干しざおで作る簡易担架や三角巾
を使った応急措置などを体験。

ポリ袋にお米と水を入れて、袋の中の空気を抜いて、余裕をもたせて口を縛る！
鍋で沸かす水は、雨水でもOK！　15分煮て、蒸らして、ご飯が完成！

楽しく しっかり学ぶ  “防災” 
～キャンプから学ぶ　災害時に生き抜く力～


